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<はじめに>

土器付着炭化物が土器の 14C 年代測定に適した資料であると考えるのには､以下のよう

な理由がある｡すなわち､煮こぼれやオコゲといったものが炭化 し土器の内面や外面の口

縁部付近に固着したものや､また煮炊きの燃料として用いられた煤が炭化し､土器の外面

の底部付近に付着したものであるために､土器の使用という行為との同時代性が明確な点

である｡そこで､本研究では､尾張地域より出土した土器が使用されていた年代を明らか

にすることを目的とし､加速器質量分析法を用いた 14C 年代測定を土器に付着した炭化物

について行った｡まだ測定数が少ないため､得られた自然科学的年代 (較正暦年代)から

各型式の土器が使用されていた考古学的年代を決定するには至っていないが､本稿では､

現在までに測定されている結果を報じる｡

<測定資料>

測定資料は､愛知県月縄手遺跡 ･門間沼遺跡 ･朝日遺跡 ･八王子遺跡より出土した土器

に付着した炭化物 13点と石川県下安原遺跡 ･大友西遺跡 ･大長野遺跡より出土した土器

に付着した炭化物 3点の､合計 16点である｡石川県の資料 2点は､濃尾平野の土器編年

における廻間 Ⅰ式と併行関係にある月影式の資料であり､さらに AD169(奈良国立文化財研

究所埋蔵文化財センター,2000)という年輪年代が得 られている｡そこで廻間 Ⅰ式の比較資

料として､測定を行った｡ 表 1に測定試料の一覧を示した｡なお､資料 7と資料 8とは同

一の土器のそれぞれ､内面､外面に付着していた炭化物である｡ただし試料 7は内面に極

めて薄く付着していたものであったために､採取されたものは薄茶色を呈し､土器胎土を

多く含んでおり､14C 年代測定には適さない資料であったO しかし､同一土器から採取され

た資料 8と比較するために､あわせて測定を行った｡
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表1.測定資料

資料No. 遺跡名 県名 炭化物付着部位 土器型式

1 月縄手遺跡

2 下安原遺跡

3 朝日遺跡

4 朝日遺跡

5 朝日遺跡

6 朝日遺跡

7 朝日遺跡

8 朝日遺跡

9 門間沼遺跡

10 大友西遺跡

日 大長野遺跡

12 八王子遺跡

13 門間沼遺跡

14 月縄手遺跡

15 八王子連跡

16 八王子連跡

知

川

知

知

知

知

知

知

知

川

川

知

知

知

知

知

愛

石

愛

愛

愛

愛

愛

愛

愛

石

石

愛

愛

愛

愛

愛

底部内面

口縁部外面

体部外面

体部外面

体部外面

体部外面

体部内面

体部外両

杯部外面

胴部下半外面

口織部外面

休部外面

口線部外面

体部外面

体部外面

体部外面

遠賀川

第二様式

朝日武

具田町式舌

高裁1

高裁式

廻聞 1式前半

廻間t式前半

廻間 t中頃

月影 l式(AD169)
月影式

廻間Jト1
廻間‖後半

松河戸 l前半

松河戸 ]前半

宇田-1式

<実験>

図 1に試料調製の手順を示した｡まず､土器に付着している炭化物をステンレス製のス

パーテルを用いて削り取り､アルミホイル上に集め､試料の採取を行った｡次に､採取し

た炭化物の重量を測定した (表2,処理前重量)

次に､埋蔵中に炭化物が受けた汚染を取り除くために､酸とアルカリを用いた処理(AAA

処理)を行った｡酸処理では､1.2NのHClで1-2日ホットプレー ト上で加温 (約60-70℃)

し､炭酸塩などの汚染物を除去した｡酸処理後､アルカリ処理を行った｡1.2Nの NaOHで

1-2日ホットプレー ト上で加温(60℃)し､フミン酸などを除去した｡ただし､資料No.7､

12については､0.1NNaOHで室温で処理を行った｡このアルカリ処理後､酸処理を 1.2N

のHClを用いてホットプレー ト上で1-2日行った｡

資料 No卜6,8-ll,13-15については蒸留水で洗浄した後､真空デシケーター中で乾燥さ

せた (表2,処理後重量)09tnm¢のVycor管に､約2-8mg(表2,精製前重量)の試料と600

-700mgの CuOとを入れて､真空にした後､封管した｡なお､処理後の量が少なかった試

料 (資料 No7,10,16)については､足に石英綿をつめた漏斗を用いて試料を漉過し､蒸留

水で洗浄した後､これを､9mm¢の Vycor管に石英綿ごと押し出した｡乾燥器中(60℃)で

炭化物を乾燥させ 600-700mgの CuOを加え､真空にした後､封管した｡これら Vycor曹

を電気炉で加熱 (850℃､約 2-3時間)することで試料を酸化させ､C02を発生させた｡こ

-19-



の Vycor管を真空ラインに接続し､冷媒として､液体窒素､エタノール､n-ペンタンを用

い,融点の違いを利用することによってC02と不純物の分離を行った｡

精製したCO2(表 2,精製後の炭素重量)をH2(C02の2倍当量)と触媒である鉄粉 (約 1.5mg

～2.0mg)と共に別の 9nm¢の Vycor管に封入した.鉄粉の入っている管の下端部を 650℃

で 6時間加熱することでグラファイ トを合成した｡得られたグラファイ トをアルミニウム

製のホルダー内に充填し測定用試料とした｡

名古屋大学年代測定総合研究センターのタンデ トロン加速器質量分析計 2号機 (High

VoltageEngineeringEurope社製,オランダ)によって､調製したグラファイ トの14C/12C､

13C/12C比を求めることで､14C年代測定を行った｡

測定によって得られた 14C年代[BP(BeforePresent)コと実際の暦年代との間には､誤

差 (ずれ)があり､正確に一致するわけではない.この ｢ずれ｣を較正曲線を用いて補正

することを暦年代較正という｡較正曲線は､暦年代と 14C年代との関数であり､年輪年代

学的に年代を決定された年輪試料の 14C年代測定によって作成されたものである｡現在

ll,800年前までの測定値が得 られている(INTCAL98 Stuivereta1.1998)｡それ以前の較

正については､樹木年輪のかわりに､サンゴと海洋堆積物が用いられている｡ この較正曲

級(INTCAL98)を用いて､測定によって得られた 14C年代を較正暦年代に換算 した｡較正暦

年代は､通常の暦年代と区別するために,[calAD]または[calBC]を単位として示す｡
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採取試料 I

AAA処理

AAA処理後試料 l

酸化 .精製
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ホルダー-充填

図 1.試料調製のフローチャー ト

表 2. 試料調製における重量と収率

資料No.処理前重量【mg]処理後重量lrng] 処理収率【%] 輯戦前重量【mg】精製後の炭素量量【mgl次発含有率【%】炭化物中の辰耗含有率【%ー

1 80.4 54.1 67.3 7.5 4.2 55.6 ･37.4

2 53.9 5.3 9.9 5.3 2.9 53.6 5.3

3 51.4 36.0 70.0 7.7 4.5 58.7 41.11一.0

4 76.3 47.7 62.5 4.4
S 82.9 14.5 ー7.5 7.6 4.8 62.8

6 81.8 29.7 36.3 7.4 4.7 62.7 22.8

7 31.1 1.0 3.3

8 49.8 32.1 64.4 7.5 4.6 62.0 39.9

9 70.5 20.ー 28.5 7.8 3.5 45.1 12.9

10 70.5 47.4 67.2 5.8 3.6 61.3 41.a

ll 77.1 2.7 3.ち 2.7 1.5 57.5 2.0

12 82.2 ～.2 ～.6

13 71.9 11.2 15.6 8.0 2.5 3一.8 5.0

14 55.2 24.1 43.6 7.6 4.8 62.2 27.1

15 98.0 76.2 77.8 7.8 4.6 58.8 45.7
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<結果および考察>

14C年代測定の結果を表3および図2に示した｡濃尾平野の土器編午 (赤塚,2003a)と14C

年代測定によって得られた較正暦年代を比較する｡

廻間Ⅰ式前半期の考古学的な年代は 2世紀中葉～後葉頃であるのに対し､資料 8(外面)

の 14C年代は､よい一致を示しているO-方､同一の土器の内面から採取した資料 7の 14C年

代は､20の誤差範囲でも一致しない結果が示された.採取できた資料 7(内面)は薄茶色

を呈しており､その資料の量も 31.1mgと少なく､また､精製後の炭素重量が 1.0mgなの

で､精製の収率を約 60%と見積ると､処理後の重量は約 1.6mg､処理収率が約 5%程度と推

測される｡つまり､黒色を呈した炭化物資料に比べ､炭素含有率が 1/10程度であり､資

料のほとんどが土器胎土であったことが試料調製の結果からも示されている｡よって､資

料 7(内面)は､土器胎土の影響で外面よりも古い 14C年代が得られたと考えられるO-方､

資料 8は処理収率も高く､処理後重量も十分に得られたので､較正暦年代が土器型式にも

とづく相対年代とよい一致を示したと考えられる｡この資料 8の廻間 Ⅰ式前半と､その併

行関係にある月影式とを比較すると､よい一致が見られ､年輪年代の AD169年とも大きな

矛盾はないといってよいだろう｡ しかし､測定点がまだ少ないため､絶対年代を決めるに

はさらに測定点を増やしていかなければならない｡資料 12の廻間Ⅰ卜1と資料 13の廻間ⅠⅠⅠ

後半は共に考古学的年代よりも古い結果が得られている｡これらは AAA処理,特にアルカ

リ処理の収率が低く､土器胎土などの不純物を多く含む資料であったと考えることもでき

るが､今後測定点を増やしていくことで､廻間式全体の傾向との関係をみていくことを考

えている｡

資料 14,15は松河戸 Ⅰ式であり､較正暦年代は2点とも互いによく一致している｡また､

処理収率 (表 2)も比較的安定おり､4世紀前半頃という考古学的年代とも矛盾しない｡

しかしながら､この型式の資料についても､測定数を増やすことでの検討を要するものと

考える｡

資料 16の宇田-Ⅰ式は､布留式新段階 ･須恵器 TK73型式と併行関係にある土器型式であ

る (赤塚,2003b)｡これらの土器については､奈良県佐紀遺跡 SD6030上層出土の木製品か

ら AD412(ヒノキ A)の年輪年代が示されている (奈良国立文化財研究所埋蔵文化財セン

ター,2000)｡資料 16の較正年代も 5世紀初頭頃が得られており､年輪年代とも矛盾しな

いが､まだ測定点が 1点のみなので､やはり今後さらに測定数を増やす必要があるであろ

う｡
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表 3. 14C年代と較正暦年代

資- 考古学的年代 '4lcBS]R eii3.c leifB#fA芸 - code

1 濃賀川 2463士22

2 第二株式 2266士23

3 僻目式 2251士21

4 見田町式舌 2294士20

5 蔦毒舌 2231士20

6 高蔵式 2090土22

7 廻聞暮式前半 2015士22

8 担慨)式前半 1851士21

9 漣仰t中頃 1903士21

10 月形I式 1879士22

11 月影式 1868士25

12 漣附け-1 1972士22

13 埠関目後半 1832士19

14 松河戸 J前半 1767士20

15 松河戸 (前半 1778士22

16 宇田-1式 1631士21

BC760-8C414(lq)

･25.1士0.1 8C388-8C260(1♂)

-24.8*0.1 BC383-BC233(1q)

-17.6士0,l BC395-BC380(1q)

BC375-BCZO9(1q)

-25.0士0.1 8C166-8C52(Iα)

BC43-AD21(lq)

-25.3士0.1 AD128-AD220(1α)

･26.3士0.1 AD76-AD128(1q)

-25.4士0.1 AD83-AD132(15)

-25.1±0.1 AD87-AD210(1α)

-ll.1士0.1 AD 3-AD 65(1q)

･25.2士0.1 AD132-AD236(1α)

-22,8士0,1 AD240-AD322(1q)

AD237-AD320(1α)

AD408-AD429(1¢)

BC763-8C410(2q)

BC395-BC211(Zq)

BC390-BC206(2g)

BC398-BC261(2q)

BC385-8C203(2or)

BC195-8C 5(Zq)

BC85-AD51(2¢)

AD84-AD238(2q)

AD33-AD132(ZJ)

AD 75-AD221(2¢)

AD 77-AD235(2α)

BC38-AD79(Zq)

ADつZ8-AD241(2α)

AD222-AD340(2¢)

AD143-AD338(Zq)

BC387-AD526(2q)

NUTA2-6401

NUTA2-6407

NUTA2-6224

NUTA2-6666

NUTAZ･6667

NUTA2-6405

NLTrA2-6225

NLNA216226

NUTA2-6665

NUTA2･6406

NUTA2-6408

NUTA2-6398

NUTA2-6664

NUTA2･6226

NUTAZ･6400

NUTA2-6399
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Abstract

Chronologyofthepotterygroupsexcavatedfrom alual areahasbeenestablishedbya

typologicalanalysis,bycomparingshapesandsurfacedecorationsofpottery･ However,the

typologiCal analysiscannormallyprovideonlythetemporalsequenceofpotteryprduction.To

assignnumericalagetopotterysamples,datingmethdsbasedonphysicsandchemistryshouldbe

appliedtothem.

Wehaveconductedradiocartx)n(14C)datingwithacceleratormassspectrometry(AMS)directly

onpotterysamples.ThesherdfragmentsexcavatedfromarcheologiCalsitesnormallybearcharred

carbonaceousmaterialsontheirsurfaces･Since14cdatingwithAMSrequlreSOnlyafewmgof

carbon,charredmaterialscanbedirectlydated,providedthatafewmgofcarboncanbeextracted

aftertheserverchemicaltreatmentstoremovepossiblecarboncontaminationfromthem.Inaddition,

itisobviousthatthecharredremainsonthesherdsareoneofthesuitablecarbonaceoussamplesto

bedated.Sincethematerialswouldbetheresiduesoffoodorsootfromfuelsusedatthetimeof

cocking,14Cagesofthemshouldprovidetheageofpotteryusage･

Weapplied 14c datingwithAMSto 16potterysamplesthathadbeenexcavatedfrom

Tsukinawate,Kadomanuma,AsahiandHachioujisitesintheOwarireglOnaSWellShimoyasuhara,

Otomonishi,OnaganositesintheHokurikuregion,CentralJapan･14cage" btainedforthemwere

calibratedtocalendaragesbyusingtheinternationallyrecommendedINTCAL98datasetand

comparedwiththearcheologlCallyestimatedchronology.Wewouldliketoreporthereabriefoutline

ofoursampletreatmentproceduresandsummaryof14cdatesandcalibratedagessofarobtained･
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